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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 B 7997-2：2020 
 

排ガス中のダスト濃度自動計測器－ 

第 2 部：光透過方式 

Automated concentration monitoring instrument of dust in flue gas- 

Part 2: Light transmission method 

 

1 適用範囲 

この規格は，排ガス中に光（入射光）を照射したとき，ダストによって光が減衰することを利用するこ

とによって，主に低濃度から高濃度領域までのダスト濃度を測定する目的に使用する光透過方式のダスト

濃度自動計測器（以下，計測器という。）について規定する。 

注記 この規格では，低濃度は 10 mg/m3 以下，中濃度は 50 mg/m3 以下，及び高濃度は 50 mg/m3 超え

をいう。また，この規格に示すダスト濃度は，標準状態［273.15 K（0 ℃），101.32 kPa］かつ乾

き状態に換算した値である。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7996 排ガス中のダスト濃度自動計測器の性能評価方法 

JIS K 0211 分析化学用語（基礎部門） 

JIS K 0215 分析化学用語（分析機器部門） 

JIS Z 8103 計測用語 

JIS Z 8808 排ガス中のダスト濃度の測定方法 

JIS Z 8852 排ガス中のダスト濃度の連続測定方法 

JIS Z 8901 試験用粉体及び試験用粒子 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS B 7996，JIS K 0211，JIS K 0215，JIS Z 8103，JIS Z 8808，

JIS Z 8852 及び JIS Z 8901 による。 

 

4 測定原理及び用途 

4.1 測定原理 

ダクト内を流れる排ガス中のダストに光を照射したとき，ダストによって遮光され，光が減衰する。こ

の状態でダスト濃度と入射光の減衰量とが，相関関係にあることを利用した計測器が光透過式ダスト濃度

計である。 

ランベルト・ベールの法則を適用して，ダスト濃度 C を，式(1)及び式(2)で求める。 


